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Nano-JASMINEは、2014年打ち上げ予定の位置天文観測衛星である。データ解析では、ESAの大型位置天文
観測衛星 Gaia用に構築された core 解析ソフトウエア AGIS(Astrometric Global Iterative Solution)を、Nano-
JASMINE用に一部修正して用いるが、衛星生データからこのプログラムに渡すデータを生成する部分は衛星特
有の情報が必要で、Nano-JASMINEチームが担当する。本講演では、その進捗を報告する。
観測された星の同定および色情報取得のために用いるNano-JASMINEで観測可能な星のカタログが完成した。

星像中心を高精度で求めるアルゴリズムについては、本学会の別の講演であるように開発がすすめられている。
GPSの位置データからの軌道の補間と固有時間の計算、姿勢補間の開発はほぼ完了している。
姿勢制御の都合により位置天文観測に最適な姿勢をとることが出来ない。これによる精度への影響評価を進め

ている。また、姿勢擾乱スペクトルが非ホワイトノイズであるため、1/
√

N 則からどの程度精度がずれるかにつ
いて評価を進めているので、これについても報告出来る予定である。
また、より一般的な最小二乗 Solverの開発を企業と共同で進めている。これは、システム同定と言う分野でよ

り広範に利用可能なソフトウエアのコアとなる開発である (“Hipparcos, the New Reduction of the Raw Data”,
van Leeuwen 2007)。


